
第17回俳句コンテスト⼊選作品（⼀般）

賞 作品 区分 氏名 住所区分

天

位
あい風やカムイチェップの海さわぐ 兼題 小玉　富士子 石狩市

あい風やゆるむとも綱鮑漁 兼題 田中　政行 札幌市

愛冠晴れて豊漁あいの風 兼題 大津　大雄 福島町

赴任地を転々としてあいの風 兼題 西澤　カズ子 奈井江町

あい風の海を見ている父の椅子 兼題 髙松　友香 帯広市

善知鳥啼く島の切岸あいの風 兼題 坪田　正光 石狩市

あい風や浜の訛りも聞こえ来る 兼題 竹澤　純子 名寄市

流木の会話かしましあいの風 兼題 有田　茉莉 雨竜町

畚しよいに駆り出されし日鰊群来 自由題 梶　鴻風 恵庭市

父祖の海群来の兆しかあいの風 兼題 川端　朋子 利尻町

あい風や潮目の変わる日本海 兼題 宮森　仁栄 音更町

ハングルの朽ちし破船やあいの風 兼題 田森　つとむ 札幌市

あい風の裏路をつなぐ漁師村 兼題 今野　律子 釧路市

あい風の浪に利尻の富士見えず 兼題 浜田　羅牛 羅臼町

風を読み漁一筋にあいの風 兼題 笹森　君子 釧路市

日本晴れあい風うけて昆布干し 兼題 加藤　美代子 石狩市

あい風や漕ぎだす祖父の艪は確 兼題 中矢　真弓 石狩市

あい風や列なるモッコに母くの字 兼題 久保　孝子 石狩市

句碑巡る弁天通りあいの風 兼題 日下　久翁 江別市

あい風や大謀網は漁しぶき 兼題 板本　敦子 札幌市

あい風や生徒船出の実習船 兼題 西村　千鶴子 札幌市

田草とり昼のサイレン響く村 自由題 下澤　安子 石狩市

あい風の舳先で碎く波頭 兼題 清水　芳堂 福島町

蝦夷出づる北前船にあいの風 兼題 赤繁　忠弘 石狩市

あい風や石狩湾の埠頭の灯 兼題 池原　和子 上士幌町

あい風や漁り火連なる日本海 兼題 三島　裕子 帯広市

海の香をはこぶ夕暮れあいの風 兼題 鈴木　倭文子 東京都

親と仔のたて髪吹かるあいの風 兼題 大森　三枝子 北斗市

あい風や鰊番屋の暗き土間 兼題 石塚　危行 札幌市

鉢巻を締めるヤン衆あいの風 兼題 髙松　秀樹 帯広市

離島へと舳先が捌くあいの風 兼題 中原　楓葉 留萌市

立てかけし箒とばされあいの風 兼題 垣見　はつ江 清水町

あいの風受くる漁師の怒り肩 兼題 遠藤　孝明 日高町

あい風や笑顔えくぼの看護師さん 兼題 塩見　歌津子 岩見沢市

石狩の浜を騒がすあいの風 兼題 渡辺　嘉之 古平町

あい風や番屋に広き通し土間 兼題 坂本　秀一 札幌市

あい風や北前船が沖をゆく 兼題 大上　加代 鹿追町

あい風や望来の坂吹き抜けり 兼題 五十嵐　満行 石狩市

あい風や木洩れ日なぞる句碑の文字 兼題 近藤　由香子 札幌市

石狩の画廊いずくへあいの風 兼題 内山　優美子 札幌市

北前船あいの風待ち潮待ち 兼題 加藤　弘美 札幌市
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